
最近の製品事故と
事故防止のポイント



最近の「脚立」「踏み台」事故事例

【事故事例２】 「脚立」
民家の庭で、剪定作業をしていた男性がバランスを崩して高さ2.5mの
脚立から転落し、石で頭を打ち脳挫傷の重傷を負った。（調査中）
（2007年８月 山形県）

【事故事例１】 「脚立」
昇降面が壁面に水平になるように脚立を設置し、踏ざんにまたがって
作業しようとしたところ、脚立の片側の支柱が曲折して転落、左腕と
う骨を骨折した。（調査中）
（2007年６月 東京都）

【事故事例３】「踏み台（折りたたみ式）」
女児が、広げて置いてあった踏み台を閉じようとして、左手中指を切
断した。（調査中）
（2007年７月 東京都）

2007年度、８月までにＮＩＴＥへ通知された
「脚立」「はしご」「踏み台」の事故情報件数(※) ６件
（※：重複情報を除く。）



「脚立」の事故情報 ３５件
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2002年度から2006年度の間にＮＩＴＥへ通知された
「脚立」の事故情報件数と被害状況

庭木の剪定、塗装、
修理などの作業中に

転落・落下 ２６件
転倒 ６件
その他 ３件

死亡 ９件
重傷（骨折など）１２件
ケガ・打撲など １１件



過去の「脚立」事故事例と事故原因

【事故原因】
被害者が天板の上に立ち、壁の右
端を塗ろうと右手を伸ばしたとこ
ろ、バランスを崩して落下したも
のと推定される。

【事故事例１】
脚立の天板に立って自宅の壁を塗り
替えていたところ、バランスを崩し
て落下、太股に裂傷を負った。
(2004年12月 奈良県)

【事故原因】
被害者が脚立と下駄箱に足を掛け
て作業していたため、脚立の開き
止め金具が変形して脚部が閉じ、
落下したものと推定される。

【事故事例２】
男性が脚立を使用中に、脚部が閉じ、
床に転落して右足かかとを骨折した。
（2004年8月 神奈川県）

【事故事例３】
脚立の下から３段目の踏みざん上で
作業中、突然、両支柱がくの字に曲
がったために落下し、左肋骨を骨折
した。
（2004年12月 山梨県）

【事故原因】
被害者が設置場所が不安定な場所
で片手で電動工具を使用し、工具
を押しつけた反動により身体のバ
ランスを崩して転倒・落下したも
のと推定される。



①天板に立たない

②身体を乗り出さない

③脚立にまたがらない

④開き止めを必ず掛ける

⑤手荷物を持ったまま昇
降しない

⑥平らな場所で使用する

⑦はしごとして使用する
場合は表面で使用する

「脚立」事故防止の注意ポイント



「はしご」の事故情報 ４５件

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

　　
20
02
年
20
03
年
20
04
年
20
05
年
20
06
年

合
計

除雪

剪定

その他

2002年度から2006年度の間にＮＩＴＥへ通知された
「はしご」の事故情報件数と被害状況

除雪作業、庭木の剪
定などの作業中に

転落・落下 ４３件
その他 ２件

死亡 １０件
重傷（骨折など）２２件
ケガなど １１件



過去の「はしご」事故事例と事故原因

【事故原因】
はしごから神社の屋根に乗り移ろ
うとした際、足を滑らせたため、
はしごごと落ちたものと推定され
る。

【事故事例１】
男性が神社の屋根の除雪中に転落し、
腰を骨折した。
（2006年1月 山形県）

【事故原因】
車庫の屋根にはしごに乗った状態
で除雪していたところ、はしごが
外れ、はしごごと地面に転落した
ものと推定される。

【事故事例２】
男性が自宅車庫の屋根の除雪中に転
落し、胸にけがを負った。
（2006年1月 石川県）

【事故事例３】
男性が自宅風除室の屋根雪を除雪す
るために、はしごを上っていた際、
滑ったはしごごと地面に転落し、頭
に軽いけがをした。
（2007年1月 青森県）

【事故原因】
自宅の屋根の除雪をしようとはし
ごを登っていたところ、はしごが
屋根から滑ったため、はしごと共
に転落したものと推定される。



「はしご」事故防止の注意ポイント



「踏み台」事故事例と事故原因

【事故原因】
踏み台を勾配のある場所に設
置して天板上で作業していた
ことから、バランスを崩して
踏み台の上に落下したため、
支柱が破損したものと推定さ
れる。

【過去の事故事例】
自宅前のスロープで、踏み台を
使用していたところ、突然、踏
み台の脚が折れ、頭から地面に
落下して右半身強打などで全治
３週間のけがをした。
（2006年8月 東京都）

2002年から2006年の間に
ＮＩＴＥへ通知された「踏み台」の事故情報件数 ７件

【最近の事故事例】
女児が、広げて置いてあった踏み台を閉じようとして、左手中指を切
断した。（調査中）
（2007年７月 東京都）



「踏み台」事故防止の注意ポイント



最近の「乾電池」「ボタン電池」事故事例

【事故事例２】 （2007年８月 佐賀県）
目覚まし時計を乾電池を入れるふたがないまま使用中、乾電池が外れ
そうになっていたので指で押し込んだところ、乾電池が発熱しており、
指に火傷を負った。（調査中）

【事故事例１】 （2007年８月 不明）
ポータブルオーディオをポケットに入れて使用していたところ、乾電
池から液が漏れて太腿に火傷を負った。（調査中）

【事故事例３】 （2007年４月 京都府）
ライト付き防犯ブザーのライトが点灯せずブザー音も鳴らないので、
ボタン電池を取り出したところ、突然破裂した。（調査中）

2007年度、８月までにＮＩＴＥへ通知された
「乾電池」「ボタン電池」の事故情報件数（重複情報を除く） １０件

【事故事例３】 （不明 大阪府）
使用済みのボタン電池を樹脂製のかごに入れて、台の上に置いていた
ところ、その付近から炎が出た。（調査中）



0

2

4

6

8

10

12

　
　2
00
2年
20
03
年
20
04
年
20
05
年
20
06
年

合
計

破裂

発熱・液漏れ

2002年度から2006年度の間にＮＩＴＥへ通知された
「乾電池」「ボタン電池」事故情報件数

「乾電池」「ボタン電池」の事故情報 １１件

「乾電池」 ９件
「ボタン電池」 ２件

発熱・液漏れ ６件
破裂 ５件

電解液による火傷 ３件



【事故原因】
電池ケース内の乾電池１個が逆装填
の状態であったことから、過電流が
流れ、発熱し、破裂防止の安全弁が
作動したものと推定される。

【事故事例１】
家人がガスこんろの電池を交換し
たところ、異常な音と白煙が発生
した。
（2005年5月 兵庫県）

【事故原因】
ボタン電池をライト付き防犯ブザー
に装填された容量が少ない電池が過
放電となり、内部でガスが発生して
内圧が上昇し破裂したものと推定さ
れる。

【事故事例２】
ライト付き防犯ブザーのボタン電
池を取り出しテーブルに置いたと
ころ、４個のうちの１個が突然破
裂した。
（2005年11月 三重県）

【事故事例３】
懐中電灯からボタン電池を取り出
し、ポケットに入れていたら、４
つのうち１つが破裂した。
（2007年3月 埼玉県）

【事故原因】
残量の少ないボタン電池４個を、裸
でポケットに入れたため、電池が
ショートして破裂したものと推定さ
れる。

過去の「乾電池」「ボタン電池」事故事例と原因



①種類や銘柄の異なる電池を混ぜて使用しない
②プラス、マイナスを正しく使う
③ショートさせない
④乾電池は充電しない
～以上、発熱、液漏れ、破裂の原因になる
⑤電池は全部まとめて取り替える
液漏れの原因になる
⑥電池の液がついたり、目に入ったときはすぐにき
れいな水で洗い流す
皮膚障害や失明の危険がある
⑦電池を放置しない
子供の誤飲の危険がある

「乾電池」「ボタン電池」事故防止の注意ポイント



最近の「ＩＨこんろ（電磁調理器）」事故事例

【事故事例２】 （2007年６月 山口県）

ビルトインクッキングヒーターのラジエントヒーター式こんろ
で専用天ぷらなべを使って調理中、油が発火した。（調査中）

【事故事例１】 （2007年５月 大阪府）

ＩＨクッキングヒーターにサラダ油を少量入れた片手鍋をかけ、
タイマーをセットして加熱スイッチを入れ、その場を離れてい
たところ、炎が上がり台所の側壁を焼損した。（調査中）

2007年度、８月までにＮＩＴＥへ通知された
「ＩＨこんろ（電磁調理器）」の事故情報件数(※) １０件
（※：重複情報を除く。）



「ＩＨこんろ」の事故情報 １４件
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2002年度から2006年度の間にＮＩＴＥへ通知された
「ＩＨこんろ（電磁調理器）」事故情報件数

調理油の過熱 ６件
その他 ８件

調理中になべ等を放置
少量の調理油で調理



【事故原因】
天ぷら鍋に油を入れ、電磁調理器で早
く温度を上げるためにふたをして10分
ほど放置したため、油が過熱し、出火
したものと推定される。

【事故事例１】
マンション１階の一室の台所
から出火、レンジフード内の
吸気フィルターを焼き、家人
が顔と両手に軽い火傷を負っ
た。（2005年2月 青森県）

【事故原因】
揚げ物調理の際に、付属の天ぷら鍋を
使わず、鍋底の小さい市販の片手なべ
を使用し、天ぷら油の油量が少なかっ
たことから、本体の温度センサーの温
度検知が正常に働かず、天ぷら油が過
熱し、発火したものと推定される。

【事故事例２】
電磁調理器で揚げ物調理中に
その場を離れていたところ、
天ぷら油が発火した。
（2006年8月 埼玉県）

【事故事例３】
１３階建て集合住宅の１２階
の台所で、天ぷら鍋の油が発
火した。
（2006年4月 宮城県）

【事故原因】
電磁調理器に約80ミリリットルの天ぷ
ら油を入れたフライパンをかけたまま
放置したため、天ぷら油が過熱し、火
災に至ったものと推定される。

過去の「ＩＨこんろ（電磁調理器）」事故事例と事故原因



①天ぷら、揚げ物調理の際はＩＨこんろから離れない

②温度センサーの特性を理解して使用する
温度検知のタイムラグの発生

③使用に適したなべを使用する

「ＩＨこんろ（電磁調理器）」事故防止の注意ポイント


